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 2月になりました。今年度も２月、３月を残すのみと 

なりました。 

 以前の学校だよりでも触れていますが、次の学年の０ 

学期の意識を持って毎日の学校生活を送れているでしょ 

うか？ 

 なかまとあいさつを交わすことやチャイム着席、ロッ 

カーなどの整理整頓など、学校生活の中でごくごく当た 

り前のことと思っているものの、取り組むことがおろそ 

かになっていることはありませんか？「当たり前 

のことを当たり前に行う」ことは、学校生活を送 

るうえで、なかまを大切にすることにつながりま 

す。そして、なかまを大切にすることは自分を大 

切にすることにつながります。ぜひ、心がけてく 

ださい。 

さて、１、２年生は２月 25･26･27日に、1年間の総まとめ、学年末テストがあります。まだ

まだ先の話のようですが、日が過ぎていくのは意外と早いもの。テスト前に慌てなくてもいいよ

うに毎日の授業を大切することと家庭学習を充実させることで、少しずつ準備をして行けるとい

いですね。 

 まだまだ寒い日が続いています。体調に気を付けながら、毎日の学校生活を充実させていきま

しょう。 

 

 

 サン認定こども園様のご協力により、2年生が家庭科の授業の 

一環として保育実習を行いました。 

1月下旬から１クラスずつ 4回に分けて実習をさせていただい 

ています。 

実習では、乳幼児と一緒に遊んだり、学習を見てあげたりして 

いました。乳幼児と接するときには、目線の高さを合わせ寄り添 

い、緊張しながらも、ていねいに接していました。 

実際に経験することで学べることもあったと思います。サン認 

定こども園のみなさん本当にありがとうございました。 
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保育実習がありました 


